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平成元年第 3回 小浜市議会定frlJ会が 9月 18日 に招集さ

れた。今 回の定frlJ会で |よ平成元年度小浜市
一般会計補正

予算 (第 2・ 3号 )を は じ
.め
、小浜市の休 日を定める条例等

議 案 23件 、請願、陳情等の審査採決を行なうとともに

意見書 2件 を採択 し、新た に副議長の選出を して、27

日に閉会 した。               |■ |

月９会期
Ｆ
Ｉ
Ｌ
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案
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議
案
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議
案
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陳
情
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陳
情
９

意
見
書
案
４

意
見
書
策
５

議
案
８８

議
案
８９

議
案
陥

消
費
税
の
撤
廃
ほ
関
す
る
請
願
書

［継
続
事
件
］

消
費
税
の
即
時
廃
止
を
求
め
る
陳
情
書

平
成
元
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
２
号
）

平
成
元
年
度
小
浜
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

平
成
元
年
度
小
浜
市
加
斗
財
産
区
運
営
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

平
成
元
年
度
小
浜
市
筒
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

平
成
元
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

平
成
元
年
度
小
浜
市
南
川
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

平
成
元
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

平
成
元
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
奪
１
量

稲
醐
前
鉾

（
度
郷
蝦
輛
『
民
宿
合
及
び
小
浜
ユ
ー
ス
・
ホ
ス
テ
ル
事
業
会
計

平
成
元
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

小
浜
市
の
体
日
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

小
浜
市
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
職
員
の
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
の
公
の
施
設
の
使
用
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

小
浜
市
水
道
料
金
制
度
審
議
会
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

小
浜
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
外
海
漁
港
区
域
内
の
公
有
水
面
埋
立
に
つ
い
て

田
烏
漁
港
区
域
内
の
公
有
水
面
埋
立
に
つ
い
て

人
事
院
勧
告
早
期
完
全
実
施
を
求
め
る
陳
情
書

・福
井
地
方

。
家
庭
裁
判
所
小
浜
支
部
の
存
続
に
つ
い
て

件

名
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提
出

継
続
審
査

原
実
可
決

採

択昌餐‐〃〃〃
結
　
果



市議会だより

副

議
！長

に

意見書採択 昌件 戻腎 霞

野
村
定
彦
氏

！第
二

回
定
例
市
議
会

最
終
日

に
お

い
て
、
山

本
副
議

長
よ
り
辞
職
願

が
提
出
さ
れ
、

こ
れ
を

受

け

て
議
会

は
直

ち
に

後
任
副
議
長

の
選
挙
を

行
な

っ
た
結
果

、
新
た

に
野
村
定
彦
議
員
が
就

任

。

人
事
院
勧
告
早
期
完
全
実
施
を
求
め
る
意
見
書

人
事
院
は
、
去
る
八
月
四
日
政
府
と
国
会
に
対
し
、
公
務
員
給
与
を
三

・
十
一
％

改
定
す
る
勧
告
と
と
も
に
、
完
全
週
休
二
日
制
並
び
に
週
四
十
時
間
労
働
制
の
実
施

を
求
め
て
い
ま
す
。

人
事
院
勧
告
は
！公
務
員
労
働
者
の
労
働
基
本
権
の
代
償
措
置
と
し
て
制
度
化
さ
れ
、

今
＝
ま
で
機
能
を
果
た
し
、
思
給
、
年
金
生
活
者
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
の
も
事

実
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
次
の
人
事
院
勧
告
の
完
全
実
現
ま
で
の
法
的
手
順
に
半
年
の

日
時
を
要
し
て
お
け
ま
す
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
人
事
院
勧
告
早
期
完
全
実
施
さ
れ
る
よ
う
強
く

要
望
し
ま
す
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
元
年
九
月
二
十
七
日

小

浜

市

議

会

福
井
地
方

・
家
庭
裁
判
所
小
浜
支
部
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書

最
高
裁
判
所
は
、
昨
年
十
二
月
、
法
！曹
三
者
協
議
会
に
お
い
て
全
国
二
十
八
庁
に

上
る
地
方
裁
判
所

・
家
庭
裁
判
所
支
部
の
統
廃
合
案
を
提
示
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
裁
判
所
及
び
家
庭
裁
判
所
の
支
部
は
、
地
域
に
あ
っ
て
い

住
民
の
人
権
を
擁

！護
し
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
保
証
す
る
場
と
し
て
利
便
性
を
最
優

先
に
考
慮
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
も
つ
ば
ら
効
率
性
の
み
を
重
視
し

た
統
廃
合
は
、
地
域
住
民
の
時
間
的
、
経
済
的
負
担
を
増
大
さ
せ
る
と
と
も
に
、
憲

法
上
、
国
民
に
保
証
さ
れ
た
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
阻
害
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

裁
．判
機
構
の
整
理
統
合
、
合
理
化
は
、
主
権
在
民
と
い
う
法
の
下
の
平
等
を
実
質

的
に
奪
い
、
特
に
本
県
小
浜
支
部
の
統
廃
合
は
地
域
性
か
ら
し
て
、
嶺
南
住
民
に
極

め
て
不
便
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
。

よ
っ
て
、国
に
お
か
れ
て
は
、
こ
れ
ら
機
関
が
地
域
社
会
に
果
た
し
て
い
る
役
割
、

重
要
性
を
認
識
さ
れ
、
福
井
地
方

・
家
庭
裁
判
所
小
浜
支
部
を
人
的
、
物
的
に
一
層

充
実
強
化
さ
れ
、
存
続
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
元
年
九
月
二
十
七
日

小
　
浜
　
市
　
議
　
会

1 8 1日

20日

21日

25日

26日

2 7 日

本合評
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智
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疑
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本会議|〈■般質問)‐|   ‐ ‐

総 務 ・建 設 ・産業経済 ・教育民生 各常任委員会

教育民生常任委員会

議会1 喜営委1 員会 |   ‐■ ■  ■
‐

全 員 協 議 会

本会議 (委員長報告、請願、陳情、意見書案上程

議案上程、質疑、討論、採決)
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一 問
トハ イ う イ

九
月
定
例
会
の

一
般
質
問
は
二
十
日
に
行
な
わ
れ
、
同
本

・
石
橋

・
浜
野

・
岡
尾

■
小
川

・
辻

・
森
下
の
七
議
員
が

市
政
各
般
に
渡
り
市
当
局
の
姿
勢
を
問
い
た
だ
し
た
。

〔質
問
と
答
弁
の
主
な
要
旨
は
次
の
と
お
り
〕

質

問

県
立
大
学
に
係
る
小
浜
市
の
内

容
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
。

答

弁
九
月
八
日
に
開
催
さ
れ
た
県
立

大
学
設
立
準
備
委
員
会
に
お
い
て

構
想
案
が
示
さ
れ
、
魅
力
あ
る
大

学
、
個
性
あ
る
大
学
、
開
か
れ
た

大
学
と
い
う
三
つ
の
基
本
理
念
の

も
と
に
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
内
容
は
、
経
済
学
部
の
経
済

学
科
と
経
営
学
科
、
生
物
資
源
学

部
の
生
物
資
源
学
科
と
海
洋
生
物

資
源
学
科
、
短
期
大
学
部
の
第

一

看
護
学
科
と
第
二
看
護
学
科
の
三

学
部
と
な
っ
て
お
り
、
設
置
場
所

と
し
て
松
岡
町
の
福
井
キ
ャ
ン
パ

ス
、
本
市
湊
、
羽
賀
地
係
の
多
目

的
公
共
用
地
に
予
定
さ
れ
て
い
る

小
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
等
と
な
っ
て
い

る
が

一
体
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
海
洋
生
物
資
源
学
科
が
当

核
用
地
に
設
置
さ
れ
る
予
定
で
、

入
学
定
員
四
十
名
と
な
っ
て
い
る
。

施
設
の
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
設

立
準
備
委
員
会
に
て
さ
ら
に
詳
細

な
計
画
が
さ
れ
て
い
く
が
、
県
て

は
多
目
的
公
共
用
地
九
脳
の
う
ち

五
脱
を
大
学
用
地
と
し
て
見
込
ん

で
お
り
、
本
市
と
し
て
は
残
り
用

地
を
多
目
的
運
動
場
や
芸
術
の
森

と
し
て
整
備
し
、
文
化
学
園
ゾ
ー

ン
と
し
て
市
民
の
憩
い
の
場
に
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。
今
後
小
浜

市
と
し
て
は
受
け
入
れ
に
最
善
の

努
力
を
払
う
と
と
も
に
、
当
該
用

地
の
造
成
に
係
る
負
担
に
つ
い
て

も
県
と
十
分
協
議
し
、
本
市
と
し

て
満
足
で
き
る
施
設
の
規
模
や
内

容
、
さ
ら
に
は
開
学
後
の
地
域
と

の
連
携
な
ど
を
お
願
い
し
、
後
世

に
誇
り
得
る
意
義
あ
る
も
の
を
建

設
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質

問

敷
地
造
成
工
事
費
の
総
額
と
小

浜
市
の
負
担
に
つ
い
て
、
総
工
費

を
ど
の
く
ら
い
と
み
て
お
ら
れ
る

か
。
応
分
の
負
担
と
は
こ
の
造
成

費
の
負
担
の
こ
と
な
の
か
。
大
学

用
地
五
防
の
部
分
に
つ
い
て
応
分

の
負
担
を
し
、
後
の
四
臨
は
運
動

場
も
含
め
て
全
て
小
浜
市
が
持
つ

ん
だ
と
い
う
考
え
方
な
の
か
。

答

弁

大
学
に
要
す
る
経
費
を
見
積
る

時
は

一
般
的
に
創
設
費
と
運
営
費

に
分
け
！て
試
算
す
る
ず
運
営
費
に

つ
い
て
は
今
回
大
学
は
県
立
で
あ
“

る
の
で
市
と
一し
て
は
何
ら
言
及
す

る
立
場
で
は
な
い
ゃ
創
設
“費
に
つ
！

い
て
は
先
般
報
道
に
も
あ
っ
た
が

百
五
十
億
か
ら
百
六
十
億
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。
予
定
地
で
あ
る
多

目
的
公
共
用
地
の
造
成

‐費忙
う
い

て
は
現！
右
調
査
委
託
し
て
ぃ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
（
見
積
も
ら
れ
次
第

ご
報
告
申
し
上
げ
る
が
、
多
目
的

公
共
用
地
全
体
に
対
す
る
応
分
の

負
担
で
あ
る
と
ご
理
解
願
い
た
い
。

た
だ
、
嶺
南
大
学
構
想
時
期
に
二

十
億
の
造
成
費
を
要
す
る
と
の
見

込
み
が
あ
っ
た
が
、
造
成
工
事
の

面
か
ら
切
土
か
ら
排
出
さ
れ
る
土

量
の
処
理
や
よ
り
有
効
な
敷
地
面

積
の
確
保
等
を
考
え
合
わ
す
と
大

幅
な
工
事
費
の
軽
減
は
む
ず
か
し

い
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
造
成

経
費
に
か
か
る
県
と
市
の
負
担
に

関
し
て
は
、
仮
に
現
在
大
学
に
必

要
と
さ
れ
て
い
る
工
Ｌ
に
つ
い
て

小
浜
市
が
造
成
の
う
え
県
に
提
供

す
る
に
し
て
も
、
同
時
に
建
設
さ

れ
る
施
設
規
模
や
内
容
、
こ
れ
ら

市
民
へ
の
開
放
状
況
、
あ
る
い
は

県
立
大
学
が
地
域
に
も
た
ら
す
効

果
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
積

極
的
な
姿
勢
を
保
ち
な
が
ら
県
と

協
議
し
！た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
大
学
構
想
全
般
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、
こ
の
た
び
の
大
学

構
想
は
設
置
主
体
が
県
で
あ
り
、

な

お

ま

た

現

在

大

阪
産

業

大

学

教

授

を

は
じ

め

そ
れ

ぞ

れ

に
！卓

越

し

た

御

見

識

を

持

っ

た
方
々

が

県

立

大

学

設

立

準

備

委

員
一と

し

て
基

本

計
画
案
を
検
討
作
成
！さ
れ
て
い
る

の
で
、
市
の
立
場
か
ら
．は
構
想
の

内
容

に
ま
で
立

ち
八

る
こ
と

は
で

き
な

い
と
考

え

て
い
る
”
！し
か
し
（

先

の
準
備
委

員
会

の
基
本

計
画
て

は
新

し

い
時
代

に

ふ
さ
わ

し
い

魅

力
あ

る
大
学

、
地
域
社
会

と
連
携

し
た
開
か
れ
た
大
学

（
！！特

色

あ

る

教
育
研
究
を
行

な

う
個
性
あ

る
大

学
を
基
本

理
念

と
，し

て
お
け
、

こ

の
理
合
は

ま
さ
し
く
本
市

の
市
政

方
針
と

し

て
方
向
を
同

じ
く
す

る

と

こ
ろ
で

あ

り
、
た
と

え
ば
交
流

セ

ン
タ
ー
は
生
涯
学
習
の

提
供
、

学
会

、
講
漬
会

や
地
域
住

民
の

研

修
等

の
た
め

の
施
設
機
能
！を
は
た

す
も

の
で

あ
り
、
ま
た
海
洋

生
物

資
源
学
科
と

い
う
か
ら
に
は
本
市

の
主
要
産
業
で
あ
る
水
産
関
連
産

業

の
振
興
も
可
能
と
な

っ
て
く
る

と
確
信
し
、
す
な
わ
ち
大
学
の
教

育
研
究
内
容
自
体
に
つ
い
・て
は
各

扮
野
の
専
用
つ
方
に
お
在
せ
サ
・る
！

に
し
て
も
、
地
域
と
め
！潤
達
ｔ
お

い
て
は
十
分
県
立
大
学
を
活
用
し
、

小
浜
市
つ
将
来
発
展
の
た
め
に
支

援
努
力
を
怠
た
ら
な

い
て

い
き
た

い
と
考
え

て
い
る
。

質

問

難
産

の
末

、
生

ま
れ
た
小
浜

キ

ヤ

ン
バ

ス
の
実
現
、

そ

の
こ
と

に

多
く
を
期
待
す

る
余

り
、
前
市

長

の
構
想
、
鳥
越
山
の
造
成
計
画
を

そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
、
応
分
の
負

担
と

い
う
こ
と
て
小
浜
市
が
莫
大

な
造
成
費
用
を
貫
担
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
れ
ば
、
選
挙
！公
約
違
反

て
は
な
い
か
れ
　
≡
　

　

　

　

≡
！

答
・「弁

！■

当
時
の
嶺
南
大
学
構
想
は
、
昭

和
二
十
九
年
半
ば
に
京
都
産
業
大

学
工
学
部
の
誘
致
構
想
が
頓
挫
し
、

そ
れ
に
変
わ
る
高
等
教
育
機
関
の

設
置
構

！
想
と
も
！て
昭
和
六
十
二
年

当
初
に
！嶺
古
地 ‐
区
斉
学
誘
致
推
進

協
議
会
と
国
土
庁
、
福
井
県
及
び

小
浜
市

の
三
者
合
同
に
よ
る
調
査

の
二
つ
の
報
告
書
と
し
て
提
出
さ

れ
た
。
そ
の
内
容
を
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
く
機
合
も
あ
り
、
大
学
の

創
設
方
法
（
運
営
方
法
！に
不
安
定
！

な
要
素
を
な

じ
た
次
第
一て
，
る
”

つ
ま
均
嶺

！南
市
町
村
主
体
め
埠
を

も
合
も
組
合
方
式
に
よ
る
！設
置
運

営
を
示
唆
し
て
お
け
ギ
小
浜
市
は

も
と
よ
り
・市
町
村
あ
負
担

！
が
，
大

に
は

じ
ち
！れ
，
現
実
的
な
運
営
面

に
お

い
て
も
危
倶
を
持

っ
た
次
第

で
あ
る
や
ま
た
県
議
会
な
ど
の
動

き
を
見
て
も
実
現
に
は
む
ず
か
し

い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か

と
感
じ
、
そ
れ
ら
の
意
味
を
込
！め

て
選
挙
公
約
に
お

い
て
、
・初
め
の

構
想
と
全
く
か
け
は
な
れ
た
現
状

に
あ
り
、
無
諜
な
財
政
負
担
は
！し

な

い
と
所
え
た
次
第
で
あ
る
一
就

任
！し
た
こ
な

▼
既
に
，
で
は
大
学

問
題
協
議
会
を
設
立
さ
れ
て
お
り
、


